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カケハシ・プロジェクト招へいプログラムの記録 

対象：ユダヤ系米国人第 2陣（米国） 

 

 

１．プログラム概要 

 対日理解促進交流プログラム「カケハシ・プロジェクト」として，米国からユダヤ

系米国人 14名が 2019年 2月 26日～3月 5日の日程で来日し，日本の政治，経済，社

会，文化，歴史及び外交政策などの対日理解促進を目的としたプログラムに参加しま

した。講義，視察，日本人との交流などを通じて幅広く日本を理解する機会を持ち，

各々の関心事項や体験について SNSを通じて対外発信を行いました。また，帰国前の

報告会では，訪日経験を活かした帰国後のアクション・プラン（活動計画）について

発表しました。 

 

【参加国・人数】 

米国：14名（ブネイブリス） 

 

【訪問地】 

東京都，岐阜県，福井県，石川県 

 

２．日程   

2/26(火) 来日 

2/27(水)【オリエンテーション】 

【講義】外務省 

【表敬訪問】外務省 

【歴史的建造物】増上寺 

【表敬訪問】イスラエル大使館 

東京都から岐阜県へ移動 

2/28(木)【視察】丸山ダム 

【視察】八百津町中心街 

【表敬訪問】八百津町役場 

【視察・講義】杉原千畝記念館 

岐阜県から福井県へ移動 

3/1(金) 【講義】人道の港敦賀ムゼウム 

【視察】敦賀赤レンガ 

【表敬訪問】敦賀市役所 

福井県から石川県へ移動 

3/2(土) 【文化体験】金箔貼り体験 
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【歴史的建造物】金沢城・兼六園 

【視察】金沢 21世紀美術館 

3/3(日)  石川県から東京都へ移動 

【ワークショップ（報告会準備）】 

3/4(月) 【視察】明治神宮・原宿 

【成果報告会】 

【視察】東京都庁展望台 

【表敬訪問】薗浦内閣総理大臣補佐官 

3/5(火) 【視察】築地場外市場 

【企業視察】パナソニックセンター東京 

離日 

 

３．プログラム記録写真  

  

2/27【講義】外務省 2/28【視察】丸山ダム 

  

2/28【視察・講義】杉原千畝記念館 
3/1【視察・講義】 

人道の港敦賀ムゼウム 
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3/1【表敬訪問】敦賀市役所 3/2【文化体験】金箔貼り体験 

  

3/2【歴史的建造物】兼六園 3/4【視察】明治神宮 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 米国，社会人 

イスラエルとの経済的・科学的・技術的連携拡大に取り組む日本の姿に大変印象付けられ

ました。加えて，杉原千畝について学ぶための様々な取り組みを知ることもできてよかったで

す。金箔貼り体験，金沢城，兼六園，丸山ダムその他文化体験を大いに楽しみましたし，それ

らは日本の社会や歴史を知る素晴らしい機会となりました。初めて日本を訪れた者が，日本

の町並み，文化，人を知る上で素晴らしいプログラムでした。この経験を得たことに感謝する

と共に，平和で時間厳守で細部にまでこだわって人を歓待してくれる文化を持つ日本から多く

を学びました。 

 

◆ 米国，大学院生 

日本の文化と社会を学ぶことができ大変楽しむことができたプログラムでした。日本

とイスラエルの関係を知り得たことは特に重要なことであり，佐藤外務省参与と在京イ

スラエル大使館公使から話を聞くことができたことも意義深かったです。今回特に気に

入った場所は金沢です。金沢は現代的な面と伝統的な側面を持っているところが素晴ら

しいです。伝統的な日本食には大変に感激しましたし，日本滞在中に提供された食事も

楽しみました。  
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◆ 米国，社会人 

規律ある文化に最も感激しました。素晴らしい工芸品に恵まれ，何に焦点を当てるべ

きかを考慮して常に周りを小綺麗にして，どんなに些細なことにも意味を見つけて注意

を払う日本人。この度の経験を得たことで，自分もより良い，効率的で意義ある日常生

活を送りたいと思いました。 

 

５. 参加者の対外発信  

  

平和関連視察，講義，表敬訪問についての

発信(Instagram) 

港町敦賀に来ました。杉原千畝が助けた

6000 人のユダヤ人を受け入れたことを教

えてくれる人道の港ムゼウム，赤レンガ

倉庫，そして敦賀市長表敬がありました。

プログラム 3日目。  

カケハシ・プロジェクトについての発信

(Instagram) 

日本の皆さんが，我々の文化とコミュニ

ティーに架け橋を築くべく，このカケハ

シ・プロジェクトで我々ユダヤ系コミュ

ニティーを受け入れてくれたことに感謝

です。鮨やスモークサーモンもありま

す。共に活動する機会がたくさんありま

した。  

６. 報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

 

アクション・プランの発表 

なぜ？考えた理由 ユダヤと日本の連携促進及びアメリカ人に日本について教示する 

ため 

いつやるか？   2019年 5月 

誰がやるか？   米国 4都市：マイアミ・ニューヨーク・ワシントン DC・デンバー 

の各メンバー 

何をやるか？   カケハシプロジェクト・シャバットディナー  

どうやってやるのか？ ブネイブリスの組織力と経験から 

 


